



























































                                                   









































詩人ガーリブについて 2  
                                                   
2鈴木斌「詩人ガーリブに就いて」、『印度学仏教学研究』、第 17
巻第 1 号（1968 年）、pp.358-361。  
鈴木斌「ウルドゥー・ガザルの発展と傾向 VII」『東京外国語大学
論集』30 号、1980 年のうち p. 144ff。 
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ミルザー・アサドゥッラー・ハーン・ガーリブ (Mirzā Asadullāh 






























lat̤āfat bē-kas̤āfat jalvah paidā kar nahīṅ saktī / čaman zangār hai 




āīnah-e-bād-e 4-bahārī kā /1/  
ḥarīf-e-jōšiš-e-daryā nahīṅ xuddārī-e-sāḥil / jahāṅ sāqī hō tō bāt̤il hai 
da‘vā pārsāī kā /2/   
















短母音 [ ĕ ] に聞こえることがある。つまりウルドゥー語の音韻
としては短母音 ĕ, ŏ は存在しない。あたかも短く発音されている









まり短母音  ĕ ）として認識していることが明らかである。 
 以上のことから、本稿ではエザーファトを便宜的に -e- と表記
することにした。 
 同様の転写の問題は、たとえばウルドゥー文字で gā’ē「牛」 čā’ē
「茶、チャイ」と表記されるものについても言える。ここで ē 文
字で表記されるものは、実際には短く発音され、[gāĕ, čāĕ] あるい





















Ａ → Ｂ 
魂（超越者） → 肉体（物質） 
春風 → 庭園の緑 


















第 2 詩句・後半句 
禁欲者の堅固なる信心も、美人の優しい微笑にはかなわない。
たちまち激情 (jōšiš) に呑まれてしまう。 
 
Ｂ → Ａ  
陸地 → 海 
禁欲者 → 美人  
（物質界）→ （超越者） 
 
























‘išrat-e-qat̤rah hai, daryā mēṅ fanā hō jānā / dard kā ḥadd sē guzarnā 
davā hō jānā /1/ 
tujh sē qismat mēṅ mirī ṣūrat-e-qufl-e-abjad / thā likhā bāt kē bantē hī 
judā hō jānā /2/  
dil huā kašmakaš-e-čārah-e-zaḥmat mēṅ tamām / miṭ gayā ghisnē mēṅ 
us ‘uqdē kā vā hō jānā /3/  
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ab jafā sē bhī haiṅ maḥrūm ham, allāh allāh / is qadr dušman-e-arbāb 
vafā hō jānā /4/  
z̤a‘f sē giryah mubaddal ba-dam sard huā / bāvar āyā hamēṅ pānī kā 
havā hō jānā /5/ 
dil sē miṭnā tirī angušt-e-ḥināī kā xyāl / hō gayā gōšt sē nāxun kā judā 
hō jānā /6/  
hai mujhē abr-e-bahārī kā baras kar khulnā / rōtē rōtē ğam-firqat mēṅ 
fanā hō jānā /7/  
gar nahīṅ nak'hat 5 -e-gul kō tirē kūčē kī havas / kyōṅ hai gar 
durrah-e-jaulān-e-ṣabā hō jānā /8/  
baxšē hai jalvah-e-gul, zauq-e-tamāšā ğālib / čašm kō čāhiē har rang 
mēṅ vā hō jānā /9/  
tā ke 6 tujh par khulē i‘jāz 7-e-havā-e-ṣaiqal / dēkh barsāt mēṅ sabz 
āinē 8 kā hō jānā /10/   




① 水滴の喜びは、海に溶け去ること (fanā’)  
苦痛 (dard) が限界を超えることこそが、［苦痛を癒す］薬 (davā’) 
となる 
 
                                                   
5 k, h は二つの子音の連続である。インド・アーリア語の帯気音 
kh と区別するために、ダッシュ [ ' ] を挿入した。 





7 短母音＋アイン ( i + ‘ ) は、ウルドゥー語では [ ē ] と発音され
る。 
8 āinah ペルシア語 āīnah が短縮されたもの。エザーファトを短母
音 ĕ で転写したり、gāĕ/gāy, čāĕ/čāy と転写したりした場合、一
貫性を保とうとするならば āĕnah/āynah と転写しなくてはなる
まい。きわめて厄介な問題である。   
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【解説】dard と davā’ は頭韻を踏んでおり、苦痛と治療薬が等価
になることを音韻レベルで暗示する。 
 
② ABCD文字 (abjad) 9［を組み合わせることによって開く］鍵の
姿をした私の運命には、 

























 このことは、第 1 詩句の「苦痛が度を越して、薬となる」と同
じことを言っている。「手だて」čārah という語は“治療法”とい
う意味にもなるから、第 1 行の「薬」davā’ を暗示する。第 1 詩
                                                   
9 abjad とは、アラビア文字の配列の最初の 4 文字（正確に言う
と、最初の 4 タイプの形状）Alif, Bē, Jīm, Dāl を組み合わせた略
語。英語の alphabet に相当する表現。 
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涙 は 溜め息 に変化する。 












 そしてそれは結局、第 1 詩句「魂の溶解 fanā’」を踏まえてい
る。 















⑥ 私の心（心臓 dil）から、君のヘナ［で紅い］指 (angušt) の思
い出を消しさる (miṭnā) のは、［私の指の］肉 (gōšt) から爪が
ひきはがされる (judā) のと同じくらい辛い。 
 






































































⑩ ガーリブよ！花のあでやかさ (jalvah) は、見物 (tamāšā) への

















（例 水が熱せられて蒸気となる VS 涙が冷やされてため息

























した mubaddal ba-dam や、第 6 詩句における angušt と gōšt の音
の類似などである。特に mubaddal ba-dam のようなものは“音響
を絵の具として描いた絵画”とも言えるものである。絵画的な音
響を効果的に用いた作品は、他の言語の詩にも見られる。例えば
サンスクリット詩人バッティ Bhaṭṭi のセンチメンタルな作品： 
niśātuṣārair nayanāmbukalpaiḥ pattrāntaparyāgaladacchabinduḥ /  
upārurodeva nadatpataṅgakumudvatīṃ tīratarur dinādau // (Bhaṭṭikāvya 



















 詩の後半句の音列 (p r r d n d t p t ṅ g k m d v t t r t r r d n d) を指
して、インド文学者リーンハートは次のように評する。「バッティ
は音響的手段を用いて、この詩的な情景をいっそう効果的なもの
にする。後半句の子音の配列は、しずかに落ちる涙 (softly falling 










Mihr, Ğulām Rasūl: Navā-e-sarōš. Mukammal dīvān-e-Ğālib ma‘ šarḥ. 
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